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新
緑
の
ま
ぶ
し
い
今
日
こ
の
頃
、
卒
業
生
の
皆
様
に

は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た

常
日
頃
よ
り
母
校
へ
の
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

震
災
で
日
本
全
体
が
大
変
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ご
友
人
や
ご
親
戚
で
被
災
さ
れ
た
方
が
お
ら
れ
る
や

も
知
れ
ま
せ
ん
。
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

長
期
に
わ
た
る
復
興
を
担
う
こ
と
の
で
き
る
元
気
な

若
者
を
世
に
送
り
出
す
こ
と
が
、
私
た
ち
学
校
に
課

せ
ら
れ
た
使
命
と
肝
に
銘
じ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
母
校
は
今
、
発
展
の
た
だ
中
に
あ
り
ま
す
。

再
開
二
年
目
の
中
学
校
は
七
五
名
の
新
入
生
を
迎
え

ま
し
た
。
高
校
で
は
入
学
者
こ
そ
少
な
め
の
二
四
二

名
で
す
が
、
こ
の
春
卒
業
し
た
三
年
生
は
大
学
進
学

で
素
晴
ら
し
い
結
果
を
出
し
て
く
れ
ま
し
た
。
ク
ラ

ブ
活
動
で
も
多
く
が
全
国
の
場
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

震
災
の
義
援
活
動
で
も
生
徒
会
が
心
を
込
め
た
活
動

を
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
母
校
の
発
展
を
、

ど
う
か
今
後
と
も
温
か
く
見
守
り
ご
支
援
を
い
た
だ

け
る
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
春
光
会
々
長
に
就
任
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
吉
岡
春
美
と
申
し
ま
す
。

大
勢
の
同
窓
生
の
皆
様
が
お
ら
れ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
私
が
大
役
を
頂
い
た
事
の
光
栄
と
裏
腹
に
責
任

の
重
大
さ
と
緊
張
感
で
一
杯
で
す
。

　

私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
叔
母
、
実
妹
二
人
、

従
姉
妹
、
娘
も
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
京
都
橘
中
学

校
・
高
等
学
校
に
お
世
話
に
成
り
、
同
窓
会
会
長
と

い
う
大
役
を
頂
き
、
「
ご
縁
が
あ
る
な
あ
」
と
い
う

実
感
と
共
に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
が
中
学
校
時
代
に
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
結
成
さ
れ
、

今
で
は
世
界
に
通
じ
る
「
京
都
橘
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン

ド
」
に
名
を
揚
げ
ら
れ
、
バ
レ
ー
部
で
は
数
々
の
試

合
で
優
勝
さ
れ
、
春
高
バ
レ
ー
に
は
T
V
中
継
に
釘

付
け
で
す
。

　

和
太
鼓
部
も
活
躍
さ
れ
、
評
判
が
良
く
和
太
鼓
に

入
部
し
た
い
た
め
に
橘
高
校
を
受
験
す
る
人
も
い
る

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
色
々
な
ク
ラ
ブ
活
動
に
熱
心

で
そ
れ
な
り
の
評
価
に
は
や
は
り
、
先
生
と
生
徒
の

心
の
通
じ
合
い
と
努
力
が
実
っ
て
の
結
果
の
現
れ
だ

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
は
中
学
校
も
復
活
さ
れ
、
私
が
学
ん

だ
橘
中
学
校
時
代
と
大
き
く
変
り
、
国
公
立
大
学
進

学
コ
ー
ス
に
な
り
ま
し
た
。
中
学
志
願
者
も
予
想
し

て
い
た
人
数
よ
り
多
く
受
験
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

日
々
、
後
輩
の
皆
様
も
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

学
校
の
現
況
。
懐
し
い
友
。
懐
し
い
諸
先
生
方
と

の
再
会
が
一
年
間
に
二
回
有
り
ま
す
。

　

六
月
に
は
「
春
光
会
総
会
」
秋
に
は
「
散
策
バ
ス

ツ
ア
ー
」
で
す
。
今
年
の
総
会
は
「
新
都
ホ
テ
ル
」

で
行
う
予
定
で
す
。
総
会
の
後
は
、
退
職
教
職
員
の

会
「
橘
翔
会
」
の
皆
様
と
ご
一
緒
に
懇
親
会
を
行
い

ま
す
。
秋
の
散
策
の
コ
ー
ス
は
堺
方
面
に
予
定
し
て

お
り
ま
す
。
是
非
共
、
沢
山
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
我
が
母
校
の
益
々
の
ご
発
展
に
春
光
会

か
ら
も
、
私
自
身
か
ら
も
協
力
、
支
援
し
て
行
こ
う

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
の
ご
健
勝
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

京都橘京都 中学校・高等学校

昭和36年被服科卒業　今村知子（旧姓 宮原）さんの作品　6頁で紹介



2009年 4月7日 入学式（臨席）
 4月19日 太鼓部定期演奏会（お祝金）
 5月21日 役員会
 6月6日 役員会
 6月13日 春光会総会（メルパルク京都）
 8月 女子バレーボール部・陸上競技部
　　　　　　　　　　インターハイ出場（お祝金）
　　　　 8月22日 役員会
 9月19日 役員会
 9月20日 学園祭出店
 11月14日 秋の散策（丹波路散策）
 11月 吹奏楽部全国大会出場（お祝金）　
 12月 吹奏楽部定期演奏会（お祝金）　
2010年 1月30日 役員会
 1月30日 女子バレーボール部国体出場（お祝金）
 1月30日 陸上競技部国体出場（お祝金）
 2月20日 役員会
 2月26日 春光会入会式
 2月27日 京都橘高等学校卒業式（臨席）
 3月11日 春高バレー全国大会出場（お祝金）

会 務 報 告

　6月12日(土)2010年度春光会総会が緑あふれる鷹ヶ峰「し
ょうざん」で開催されました。
　会員46名、来賓3名の参加でした。
　総会では議題「会務報告、会計報告、予算案、役員の承
認」が提案され、いずれの議案も満場一致で承認されました。
　総会終了後は退職教職員の会である「橘翔会」と合同で懇
親会がありました。懐かしい恩師や旧友と談笑したり、カラ
オケで一緒に歌ったり楽しい時間を過ごしました。
　最後は橘の校歌、応援歌を合唱し散会しました。

自 ２００９ 年４月  ～  至 ２０１０ 年３月

【春光会2009年度決算】

基本財産

収　　入
項　目

前年度繰越金
入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より

　　合　計

予　算
5,187,474
2,900,000

5,000
200,000
50,000

3,000,000

11,342,474

決　算
5,187,474
2,880,000

1,552
298,321
48,850

3,000,000

11,416,197

増　減
0

△ 20,000
△ 3,448
98,321
△ 1,150

0

73,723

収　　入 支　　出
前年度繰越金
受け取り利息
組み入れ金
　　合　計

次年度繰越金
一般会計へ

　　合　計

7,544,847
16,183

0
7,561,030

4,561,030
3,000,000

7,561,030

財産目録

経常費の部

基本財産の部

郵便貯金

京都銀行

京都銀行

通常貯金
普通預金
定期預金
普通預金
定期預金
　合　計

203,650
1,821,960
3,811,492

0
2,561,030
2,000,000
10,398,132

自　2009年4月1日　至　2010年3月31日

自　2010年4月1日　至　2011年3月31日

支　　出
項　目

事　業　費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄付金支出
予　 備　 費
次年度繰越金
　 合　計

予　算
3,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000
3,000,000
10,000

4,682,474
11,342,474

決　算
2,248,892
35,000
100,000
135,640
20,469
39,094

3,000,000
0

5,837,102
11,416,197

増　減
△ 751,108
△ 65,000
△ 100,000
△ 64,360
△ 29,531
△ 60,906

0
△ 10,000
1,154,628
73,723

【春光会2010年度予算】
収　入

入　 会　 金
預 金 利 息
寄付金収入
雑　 収　 入
基本財産より
前年度繰越金

　　合　計

事　 業　 費
支部補助費
慶　弔　費
交　通　費
会　議　費
事　務　費
寄　付　金
予　備　費
基本財産へ組入
次年度繰越金
　　合　計

金　額
3,120,000

5,000
200,000
50,000

0
5,837,102

9,212,102

3,000,000
100,000
200,000
200,000
50,000
100,000

0
10,000

0
5,552,102
9,212,102

備　考 備　考
312×10,000

＠1,000×200口
石鹸売上げ等

会報印刷、郵送費、記念品、総会費用他
１支部／学年・クラス会
クラブ関係お祝い金　他
役員会等

支　出 金　額

2010年度2010年度

春光会総会報告春光会総会報告
2010年度

春光会総会報告

現　　金

京都橘中学校・高等学校春光会（２）2011. 4. 30　発行
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本
年
度
も
春
光
会
に
対
し
て
、
多
く
の
会
員
の

方
々
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
氏
名
を
掲

載
し
、
お
礼
に
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

引
き
続
き
一
口
千
円
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
同
封
の
振
込
用
紙
で
お
願
い
し
ま
す
。
住

所
、
氏
名
と
通
信
欄
の
寄
付
の
欄
に
「
口
数
、
金

額
」
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。
あ
わ
せ
て
、
卒
業
年
、

科
も
忘
れ
ず
に
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

会　
　

長

　

吉
岡　

春
美
（
昭
41
卒
）

副
会
長

　

石
村　

常
枝
（
昭
40
卒
）

　

安
田
紀
代
子
（
昭
40
卒
）

　

松
村　

典
子
（
昭
41
卒
）

会　
　

計

　

三
上　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

宮
本　

芳
美
（
昭
41
卒
）

会
計
監
査

　

出
村
美
枝
子
（
昭
35
卒
）

　

菜
畠　

雅
代
（
昭
52
卒
）

常
任
委
員

　

奥
川
ノ
ブ
エ
（
昭
19
卒
）

　

萱
沼　

房
子
（
昭
35
卒
）

　

川
辺　

幸
子
（
昭
35
卒
）

　

黒
川　

貞
子
（
昭
35
卒
）

　

後
藤
エ
ミ
子
（
昭
41
卒
）

　

宇
治
田
洋
子
（
昭
46
卒
）

　

小
林　
　

栄
（
昭
54
卒
）

　

中
井　

美
実
（
昭
54
卒
）

　

上
田　

章
子
（
昭
54
卒
）

　

善
積　

和
子
（
昭
54
卒
）

　

中
橋　

昌
美
（
昭
57
卒
）

　

石
野　

浩
子
（
昭
57
卒
）

　

寺
田　

由
香
（
昭
63
卒
）

　

山
本　

友
美
（
昭
63
卒
）

　

中
辻　

道
子
（
平
4
卒
）

　

小
松　

里
奈
（
平
4
卒
）

　

村
上　

香
織
（
平
4
卒
）

　

幡
井　

信
子
（
平
10
卒
）

　

武
永　

康
宏
（
平
15
卒
）

　

西
村　

裕
介
（
平
15
卒
）

相
談
役

　

松
尾　

律
子
（
昭
35
卒
）

寄
付
金
の
お
礼
と
お
願
い

昭
和
3
・
師

3
・
専

11
・
師師

12
・
師

15
・
本本本

17
・
師師

　
　

本本

19
・
師師

岡
本　

徳
江

松
山　

マ
サ

平
田　

よ
し
枝

中
尾　

澄
枝

小
川　

ひ
さ
子

荒
木　

ヱ
ミ
子

田
中　

ゆ
り
子

安
倍　

久
栄

中
西　

美
登
里

中
垣
内　

幸
子

岡
村　

嘉
子

上
原　

加
寿
子

奥
川　

ノ
ブ
ヱ

荒
木　

美
代

被被被被被

38
・
被

40
・
普商普

41
・
被商商商商

松
尾　

律
子

窪
田　

ヨ
シ
子

平
田　

美
津
子

川
辺　

幸
子

萱
沼　

房
子

山
口　

幹
子

近
森　

良
子

安
田　

紀
代
子

石
村　

常
枝

吉
岡　

春
美

上
杉　

悦
子

荒
川　

浩
子

宮
本　

芳
美

後
藤　

エ
ミ
子

被被

42
・
被

43
・
普

47
・
普

54
・
被

57
・
普普

63
・
普

平
成
14
・
普

松
村　

典
子

村
山  

季
美
枝

高
岡　

ま
ゆ
み

齊
藤　

知
江
子

宇
治
田　

洋
子

善
積　

和
子

中
橋　

昌
美

石
野　

浩
子

平
田　

幾
代
子

島
内　

博
子

籾
井　

美
保

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
（
敬
称
略
）

春
光
会
役
員

春
光
会
役
員

2
0
1
0
年
度

2
0
1
0
年
度

2010年度

春光会総会報告

　

さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
た
十
一
月

二
七
日（
土
）今
回
は
兵
庫
県
三
田
に
あ
る
キ

リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
と
大
阪
池
田
に
あ
る
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
を
訪
ね
ま

し
た
。例
年
と
同
様
、卒
業
生
の
父
母
の
会
で

あ
る
「
橘
幸
会
」
と
の
合
同
企
画
で
す
。参
加

者
は
三
二
名
。京
都
駅
か
ら
バ
ス
に
乗
り
、自

己
紹
介
を
し
な
が
ら
和
や
か
な
笑
い
声
が
絶

え
ま
せ
ん
。ま
ず
は
広
々
と
し
た
庭
園
に
囲

ま
れ
た
キ
リ
ン
ビ
ア
パ
ー
ク
に
到
着
。出
来

た
て
の
ビ
ー
ル
の
試
飲
も
で
き
る
と
の
こ
と

で
、嬉
し
そ
う
な
顔
が
チ
ラ
ホ
ラ
。

　

土
曜
日
と
あ
っ
て
工
場
は
稼
動
し
て
い
ま

せ
ん
で
し
た

が
清
潔
感
が

あ
り
近
代
化

さ
れ
た
工
場

に
圧
倒
さ
れ

ま
し
た
。係

員
さ
ん
の
案

内
で
ビ
ー
ル

の
製
造
工
程

（
製
麦
〜
仕

込
み
〜
発
酵

〜
貯
蔵
〜
ろ

過
〜
缶
詰

兵
庫
・
大
阪
へ

め
）を
見
学
し
、環
境
問
題
で
リ
サ
イ
ク
ル
の

話
も
聞
き
ま
し
た
。瓶
は
一
〇
〇
％
近
い
回

収
率
だ
そ
う
で
す
。見
学
後
、お
つ
ま
み
と
好

き
な
ビ
ー
ル
ま
た
は
清
涼
飲
料
を
試
飲
し
ま

し
た
。少
し
空
い
た
お
腹
に
し
み
込
む
ビ
ー

ル
の
旨
さ
は
格
別
で
し
た
。

　

昼
食
は
三
田
屋
本
店
の
ス
テ
ー
キ
。

　

ピ
ア
ノ
生
演
奏
が
流
れ
る
中
、
能
舞
台
を

眺
め
て
の
昼
食
、
ス
テ
ー
キ
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
生
ハ
ム
の
美
味
し
さ
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ

ん
。お
土
産
に
ハ
ム
と
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
を
購

入
さ
れ
る
方
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。庭
園

の
紅
葉
が
綺
麗
で
写
真
を
撮
っ
た
り
散
歩
し

た
り
広
々
と
し
た
園
内
を
散
策
し
ま
し
た
。

食
事
後
は
バ
ス
に
乗
り
、
大
阪
池
田
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
ラ
ー
メ
ン
発
明
記
念
館
へ
移
動
。

こ
こ
は
安
藤
百
福
氏
が
一
九
五
八
年
に
チ
キ

ン
ラ
ー
メ
ン
を
発
明
さ
れ
た
記
念
館
で
す
。

小
さ
な
研
究
小
屋
も
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

た
。私
達
は
こ
こ
で
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
作

る
体
験
を
し
ま
し
た
。好
み
の
絵
や
文
字
を

デ
ザ
イ
ン
し
、カ
ッ
プ
に
書
き
込
み
ま
す
。そ

れ
に
麺
を
セ
ッ
ト
〜
好
み
の
ス
ー
プ
〜
具
材

を
選
び
蓋
を
し
て
出
来
上
が
り
。オ
リ
ジ
ナ

ル
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
が
出
来
上
が
り
ま
す
。

家
族
や
友
人
の
お
土
産
に
持
ち
帰
り
ま
し
た

　

変
化
に
富
ん
だ
今
回
の
秋
の
散
策
も
無
事

終
了
し
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
歴
史
あ
る
堺
方
面
を
企
画
し
て

い
ま
す
。仁
徳
天
皇
陵
や
、再
現
さ
れ
た
利
休

の
茶
室
、そ
の
他
南
宗
寺
な
ど
の
予
定
で
す
。

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。　　
　
　
　
　
　
（
石
村
記
）

近
藤　

葉
子

鬼
界　

と
み
え

竹
本　

佳
代

大
森　

冴
子

木
村　

つ
る
江

森
田　

道
子

芦
田　

文
子

太
田　

和
子

菅
生　

正
子

村
瀬　

澄
子

三
上　

幸
子

中
村　

育
子

福
井　

貴
子

中
小
路　

弘
子

師

20
・
本

22　
　

23
・
本

二
専

24
・
専

29
・
被洋

31
・
被被

35
・
商被被被

　

復
興
に
は
多
く
の
支
援
が
必
要
で
す
が
、

「
京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
」「
生
徒
会
」「
父

母
の
会
」「
春
光
会
」の
四
者
で
協
議
会
を
つ
く

り
義
援
募
金
を
集
め
、被
災
地
の
皆
様
へ
の
一

助
と
し
た
い
と
考
え
ま
し
た
。趣
旨
に
ご
賛
同

い
た
だ
け
る
春
光
会
関
係
の
方
は
、振
込
者
名

の
先
頭
に
Ｓ
の
文
字
を
つ
け
て
、左
記
銀
行
口

座
へ
お
振
込
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災　

被
災
地
の
皆
さ
ん
に

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す

│
私
た
ち
に
今
で
き
る
こ
と
│

　

本
校
生
徒
会
が
春
休
み
中
に
義
援
募

　

金
活
動
を
開
始
し
ま
し
た

京都銀行伏見支店普通預金 3818678
京都橘中学校・高等学校
　東日本大震災義援協議会
　　　　　　　　　校長　稲吉　陽作
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第
一
〇
七
期
生
の
進
路
状
況
は
大
き
く
飛

躍
し
ま
し
た
。
大
学
合
格
で
は
、
初
め
て
の

東
京
大
学
現
役
合
格
が
出
ま
し
た
。
京
都
で

東
大
合
格
を
出
し
た
私
立
高
校
は
本
校
を
含

め
四
校
の
み
で
す
。
雑
誌
な
ど
で
と
り
あ
げ

ら
れ
る
大
学
別
合
格
者
数
の
記
事
で
も
本
校

が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
大
学
や
大
阪

大
学
、
神
戸
大
学
な
ど
の
難
関
大
学
を
含
む

国
公
立
大
学
の
合
格
者
が
二
九
名
、
関
関
同

立
は
一
一
〇
名
の
合
格
な
ど
過
去
最
高
の
合

格
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
既
卒
生
の
中
で
は
、

初
め
て
医
学
部
の
合
格
者
が
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
短
期
大
学
二
七
名
、
専
門
学
校
四
三

名
の
合
格
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
で
学
習
し
た
い
と
い
う
生
徒
の
要
望

に
応
え
る
た
め
に
今
回
は
教
員
の
監
督
態
勢

を
と
り
年
末
年
始
に
も
一
部
教
室
を
開
放
し

（
中
学
校
）

　

二
〇
一
一
年
度
は
、
中
学
校
で
の
二
回
目

の
入
試
で
し
た
。志
願
者
数
は
昨
年
を
四
〇

名
上
回
り
二
四
一
名
に
な
り
ま
し
た
。入
学

者
数
は
、
定
員
六
〇
名
に
対
し
て
七
五
名
と

な
り
、
大
幅
な
定
員
超
過
と
な
り
ま
し
た
が
、

入
試
成
績
は
昨
年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
、

入
学
生
全
員
の
今
後
六
年
間
で
の
成
長
が
大

い
に
期
待
さ
れ
ま
す
。ク
ラ
ス
サ
イ
ズ
が
大

き
く
な
る
分
、
生
徒
の
個
別
指
導
を
行
っ
て
、

学
習
指
導
を
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

［2011年度　高等学校入試結果］

＊回し合格含む

［2011年度　中学校入試結果］

A日程

B日程

Ｃ日程

合 計

合格者 入学者受験者出願者

51

115

75

241

51

85

43

179

40

72

31

143

38

25

12

75

コース

Ｓコース

Bコース

Aコース

合 計

合格者 入学者受験者出願者

466

416

527

1,409

462

409

516

1,387

462

401

506

1,369

44

45

153

242

進
路
状
況

❹

て
支
援
し
て
き
ま
し
た
。

　

四
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
年
度
の
授
業
で
は
、

進
路
実
績
が
さ
ら
に
向
上
す
る
よ
う
、
教
職

員
が
一
丸
に
な
っ
て
生
徒
を
指
導
、
支
援
し

て
い
ま
す
。

◆
国
公
立
大
学　

二
九
名

　

東
京
大
学　
　

一
名

　

京
都
大
学　
　

一
名

　

大
阪
大
学　
　

一
名

　

神
戸
大
学　
　

三
名

　

九
州
大
学　
　

一
名

　

京
都
教
育
・
京
都
工
繊
・
大
阪
市
立
・
大

　

阪
府
立
・
兵
庫
県
立
・
滋
賀
・
滋
賀
県
立
・

　

東
京
海
洋
・
徳
島
他

◆
私
立
大
学　

七
四
九
名

　

関
関
同
立    

一
一
〇
名

　

産
近
龍
佛    
一
一
一
名

　

京
都
橘　

 
三
一
七
名

　
中
央
・
早
稲
田
・
東
京
理
科
・
金
沢
医

（
高
等
学
校
）

　

高
等
学
校
入
試
は
、
不
況
の
影
響
や
公
立

高
校
授
業
料
無
償
化
、
さ
ら
に
大
阪
府
で
は

私
立
高
校
の
授
業
料
無
償
化
の
動
き
の
影
響

な
ど
で
厳
し
か
っ
た
二
〇
一
〇
年
度
以
上
に

二
〇
一
一
年
度
入
試
は
厳
し
い
結
果
と
な
り

ま
し
た
。志
願
者
は
一
四
〇
九
名
で
昨
年
よ

り
三
五
九
名
減
、
入
学
者
は
二
四
二
名
で
二

九
名
減
と
な
り
、
三
一
〇
名
の
定
員
対
し
て

は
六
八
名
の
減
と
い
う
結
果
で
し
た
。志
願

者
数
で
は
京
都
私
学
で
四
番
目
の
多
さ
で
し

た
が
、専
願
者
の
減
少
と
大
阪
府
、奈
良
県
か

ら
の
志
願
者
減
が
大
き
く
影
響
し
ま
し
た
。

輝
か
し
い
二
〇
一
一
年
度
進
学
実
績
と
日
頃

の
本
校
の
教
育
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
を
ア

ピ
ー
ル
し
、
レ
ベ
ル
を
落
と
す
こ
と
な
く
定

員
を
確
保
す
る
よ
う
来
年
度
の
生
徒
募
集
活

動
を
始
め
て
い
ま
す
。

東
大
現
役
合
格
は
じ
め

輝
か
し
い
大
学
合
格
実
績

科
・
大
阪
歯
科
他

◆
短
期
大
学　

二
七
名

◆
専
門
学
校　

四
三
名

◆
就
職　
　
　
　

二
名

（４）2011. 4. 30　発行 京都橘中学校・高等学校春光会

入
試
状
況



　

卒
業
式
を
翌
日
に
控
え
た
二
月
二
八
日

（
月
）
に
春
光
会
入
会
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
橘
中
学
校
・
高
等
学
校
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ホ
ー
ル
に
て
役
員
参
加
の
も
と
、

吉
岡
春
美
会
長
祝
辞
の
後
、
卒
業
生
代
表　

古
本
賢
治
さ
ん
に
会
員
証
と
入
会
記
念
品
の

贈
呈
が
さ
れ
、
新
し
く
三
一
一
名
の
方
々
が
、

春
光
会
会
員
に
加
わ
り
ま
し
た
。

❺

  

毎
年
学
園
祭
の
橘
祭
に
、
生
徒
さ
ん
と

一
緒
に
同
窓
会
と
し
て
企
画
に
参
加
し
て

お
り
ま
す
。
恒
例
の
手
作
り
石
鹸
の
販
売

と
ロ
ー
リ
エ
の
乾
燥
葉
で
作
っ
た
ゴ
キ
ブ

リ
除
け
の
ポ
プ
リ
な
ど
の
販
売
を
し
ま
し

た
。
役
員
有
志
の
方
々
に
ご
協
力
し
て
頂

き
日
除
け
頭
巾
を
作
成
し
、
今
年
の
目
玉

商
品
と
し
て
販
売
し
ま
し
た
。
ス
ッ
ポ
リ

か
ぶ
れ
、
紐
が
付
い
て
い
る
の
で
夏
場
日

焼
け
せ
ず
洗
濯
物
干
し
に
最
適
と
、
皆
様

が
手
に
取
り
、
か
ぶ
り
な
が
ら
こ
れ
か
ら

の
夏
場
が
楽
し
み
だ
と
言
っ
て
買
っ
て
行

入
会
式

か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
卒
業
生
の
作
品
を
展
示

し
て
お
り
、
今
年
は
洋
画
を
数

点
お
願
い
し
ま
し
て
会
場
を
賑

わ
せ
て
い
ま
し
た
。

　

卒
業
生
の
集
い
の
場
と
し
て

コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し
て
お
き
ま

し
た
が
、
宣
伝
が
届
か
ず
、
閑

散
と
し
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
休
憩
及

び
懇
談
の
場
所
と
し
て
コ
ー
ナ
ー
を
用
意
し

て
お
り
ま
す
の
で
ど
し
ど
し
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

　

二
〇
一
一
年
度
の
学
園
祭
日
程
は
次
の
と

お
り
で
す
。
卒
業
生
の
方
々
こ
の
機
会
に
是

非
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
　

九
月
八
日
㈭　

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

九
月
九
日
㈮　

演
劇
コ
ン
ク
ー
ル

　
　

九
月
十
日
㈯　

橘　

祭

　

対　

象

学
年
・
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ス
・
ク
ラ
ブ
単
位
他

＊
補
助
を
受
け
た
場
合
、そ
の
対
象
者
の
名

　

簿
と
、会
報
等
で
紹
介
し
た
い
た
め
、報
告

　

書
、写
真
等
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

春
光
会
で
は
、
学
年
、
コ
ー
ス
、
ク
ラ
ブ

単
位
等
の
同
窓
会
開
催
、
企
画
を
援
助
す
る

た
め
の
補
助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
開
催

を
計
画
し
て
い
る
会
員
は
事
務
局
ま
で
ご
一

報
く
だ
さ
い
。
補
助
金
は
左
記
の
内
容
で
す
。

﹇
案
内
送
付
対
象
者
数
﹈が 

　
　

20
〜
50
人
…
…
…
…
5
、0
0
0
円

　
　

51
〜
1
0
0
人
…
1
0
、0
0
0
円

 　
　

以
上
、
50
人
を
超
え
る
毎
に

　
　
　

5
、0
0
0
円
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

京都橘中学校・高等学校春光会 2011. 4. 30　発行（５）
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シリーズ⑱

　

今
回
の「
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
」は
昭
和
三
六
年

卒
業
の
今
村
知
子（
旧
姓
宮
原
）さ
ん
。下
鴨

神
社
糺
の
森
の
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
自
宅
兼
工
房

を
訪
ね
ま
し
た
。木
の
良
い
香
り
が
漂
い
ま
す
。

ご
夫
妻
お
そ
ろ
い
で
に
こ
や
か
に
出
迎
え
て
下

さ
い
ま
し
た
。

　

ご
主
人
は
仏
像
彫
刻
の
今
村
宗
圓
氏
。

　

ご
夫
婦
で
有
名
社
寺
の
仏
像・仁
王
な
ど
の

製
作
、歴
史
あ
る
仏
像
の
修
理
な
ど
の
お
仕
事

を
な
さ
って
い
ま
す
。ご
主
人
が
木
材
か
ら
い
く

つ
も
の
ノ
ミ
を
用
い
て
彫
り
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
ひ
と
つ
ひ
と
つ
真
剣
勝
負
で
す
。何
か
月
も
掛

かって
仕
上
がっ
た
彫
刻
の
作
品
に
今
度
は
知
子

と
娘
さ
ん
の
愛
さ
ん
と
お
二
人
で
彩
色
、金
箔

を
使
い
截
金（
き
り
が
ね
）の
仕
上
げ
を
施
し
ま

す
。一
つ
の
作
品
に
は
ご
夫
妻
の
協
力
が
必
要

で
す
。

　

最
初
は
全
く
関
わ
って
い
な
かっ
た
知
子
さ
ん
。

ご
主
人
か
ら
彩
色
を
頼
ま
れ
三
日
間
眠
れ
ず

「
私
に
で
き
る
か
し
ら
？
」と
悩
ま
れ
る
知
子
さ

ん
に「
初
め
は
誰
で
も
素
人
や
、や
れ
ば
出
来
る
。

出
来
る
。出
来
る
!!
」と
宗
圓
氏
。高
校
卒
業

後
、着
物
の
図
柄
や
彩
色
の
仕
事
を
さ
れ
て
い

た
知
子
さ
ん
を
見
込
ん
で
の
こ
と
だ
っ
た
そ
う
で

す
。見
事
に
そ
の
仕
事
を
こ
な
さ
れ
ま
し
た
。現

在
は
工
房
で「
こ
つ
こ
つ
会
」と
い
う
仏
像
を
は

じ
め
、ひ
な
人
形
、香
合
な
ど
を
つ
く
る
教
室
を

週
三
日
教
え
て
お
ら
れ
ま
す
。小
学
校
五
年
か

ら
八
八
歳
の
方
が
習
い
に
来
て
い
る
そ
う
で
す
。

知
子
さ
ん
を
知
る
に
は
ま
ず
彼
女
の
言
葉
、宗

圓
氏
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
下
記
の
記
事

が
あ
り
ま
す
。

〜
私
の
人
形
に
対
す
る
思
い
〜　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

今
村
知
子

ち
っ
ち
ゃ
い
時

　
「
お
お
き
な
っ
た
ら
何
に
な
る
の

ん
？
」と
聞
か
れ
た
ら「
か
み
い
さ
ん
、

え
か
き
さ
ん
、だ
い
く
さ
ん
、洋
裁
す
る

人
」と
答
え
た
。そ
の
ど
れ
に
も
な
れ

な
かっ
た
け
ど
、ノ
ミ
を
使
っ
て
、彫
っ
て
、

き
れ
い
に
お
化
粧
し
て
、髪
を
結
っ
て
、

服
を
縫
って
、着
せ
て
あ
げ
る
│
│
。

　

に
ん
ぎ
ょ
さ
ん
が
、も
の
す
ご
く
好

き
や
っ
た
私
に
は
ち
っ
ち
ゃ
い
時
か
ら
の

夢
が一度
に
全
部
叶
う
こ
と
。そ
ん
な
こ

と
他
に
あ
る
や
ろ
か
？
だ
ぁ
れ
も
持
っ

た
ら
へ
ん　

ど
こ
に
も
無
い

　

か
い
ら
し
い
か
い
ら
し
い
に
ん
ぎ
ょ
さ
ん
が
作

り
た
い
。

　

飾
っ
て
お
く
だ
け
は
い
や
や
、抱
っ
こ
も
出
来

て
服
も
着
せ
替
え
が
出
来
ん
と
か
な
ん
。と
い
う

こ
と
で
、私
の
作
る
人
形
は
木
曽
檜
で
彫
っ
て
、

故
飯
降
喜
三
雄
氏
の
ガ
ラ
ス
の
目
を
入
れ
、関

節
が
動
き
、着
せ
替
え
が
で
き
る
も
の
で
す
。大

き
さ
は
約
五
五
セ
ン
チ
で
抱
っこ
す
る
と
ち
ょ
う

ど
良
い
重
さ
で
す
。一〇
歳
か
ら
人
形
を
作
り
始

め
還
暦
を
迎
え
た
今
、眺
め
て
い
る
だ
け
で
心
が

和
む
可
愛
い
人
形
を
と
願
って
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
村
宗
圓
H
P
よ
り
）

　

彼
女
の
夢
は
可
愛
い
人
形
を
作
る
こ
と
、幼

少
の
こ
ろ
よ
り
お
人
形
の
洋
服
を
作
り
、絵
を

描
き
、そ
の
色
塗
り
を
し
て
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

近
所
の
お
姉
さ
ん
に
彼
女
の
洋
服
を
縫
っ
て
も

ら
っ
て
い
た
こ
と
も
重
な
っ
て「
こ
ん
な
綺
麗
な

洋
服
を
作
り
た
い
な
〜
！
」と
思
わ
れ
た
こ
と

が
橘
に
入
学
さ
れ
た
き
っか
け
だ
っ
た
そ
う
で
す
。

橘
中
学
校・橘
高
校
で
被
服・手
芸
を
習
得
さ

れ
、社
会
に
出
ら
れ
て
か
ら
は
、好
き
な
こ
と
が

生
か
せ
る
職
種
を
選
ば
れ
、更
に
経
験
を
積
ま

れ
ま
し
た
。

　

ご
主
人
と
の
出
会
い
は
こ
の
目
的
達
成
に
は

と
て
も
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。自
分
の
理
想
と
す
る
人
形
作
り
の
た

め
に
国
内
は
も
と
よ
り
、海
外（
フ
ラ
ン
ス
）ま
で

何
回
も
足
を
運
ば
れ
た
結
果
、
一
か
ら
習
わ

ず
に
自
分
で
木
で
作
り
上
げ
た
い
思
い
を
ご
主

人
に
相
談
さ
れ
た
と
こ
ろ
、「
だ
っ
た
ら
材
料（
木

曽
檜
）は
う
ち
に
あ
る
し
、誰
で
も
初
め
か
ら
だ

し
、や
れ
ば
出
来
る
」と
い
う
温
か
い
言
葉
に
励

ま
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、念
願
の
人
形
製
作
に
取
り
掛
か
り

❻

今
村
知
子（
旧
姓
宮
原
）さ
ん

　
　
　
　
　
　
　

昭
和
36
年
被
服
科
卒
業

初
め
は
誰
で
も
素
人
や
・・・
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ま
し
た
。

　

人
の
顔
で
も
そ
う
で
す
が
、目
は
口
ほ
ど
に
も

の
を
い
う
如
く
、人
形
の
瞳
探
し
に
大
変
苦
労

さ
れ
ま
し
た
。人
形
の
瞳
と
は
い
え
精
巧
な
技

術
を
要
す
る
た
め
、目
玉
を
作
っ
て
お
ら
れ
る

作
家
に
な
か
な
か
巡
り
あ
え
ず
、や
っ
と
す
ぐ
れ

た
技
を
持
つ
故
飯
降
喜
三
雄
氏
に
出
会
え
ま
し

た
。理
想
と
す
る
人
形
作
り
の
た
め
に
ボ
デ
イ

作
り
か
ら
始
ま
り
、動
か
せ
て
着
替
え
さ
せ
ら
れ

る
為
の
洋
服・帽
子・靴
下・靴
に
も
こ
だ
わ
っ
た

思
い
が
こ
の
目
に
も
あ
り
、め
げ
ず
に
探
さ
れ
た

そ
う
で
す
。そ
の
夢
だ
っ
た
人
形
を
い
く
つ
か
拝

見
し
ま
し
た
。（
表
紙
の
写
真
参
照
）

　

肌
が
透
き
通
って
綺
麗
、ま
る
で
生
き
て
い
る

よ
う
な
温
か
み
が
あ
り
、木
材
の
感
じ
は
全
く

あ
り
ま
せ
ん
。ま
さ
し
く
彼
女
の
思
い
通
り
の
人

形
で
す
。洋
人
形
、市
松
人
形
を
見
て
そ
の
精

巧
さ
に
驚
嘆
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

夢
に
向
か
っ
て
忠
実
に
形
と
し
て
実
現
さ
れ
た

知
子
さ
ん
。

　

彼
女
自
身
は「
た
だ
、好
き
な
こ
と
を
や
って

い
た
だ
け
」と
謙
遜
さ
れ
ま
す
が
続
け
ら
れ
た

思
い
の
深
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。今
は
ご
主
人

の
仕
事
の
お
手
伝
い
や
生
徒
さ
ん
の
お
世
話
、

家
事
な
ど
の
た
め
、ご
自
身
の
人

形
製
作
に
充
て
る
時
間
が
な
い
と

の
こ
と
で
す
が
、機
会
が
あ
れ
ば
ま

た
製
作
を
続
け
た
い
と
の
こ
と
で

す
。人
形
作
り
の
こ
の
思
い
を
結

婚
、出
産
、子
育
て
そ
の
間
の
い
ろ

い
ろ
な
生
活
の
中
で
も
ず
っ
と
持

ち
続
け
ら
れ
た
こ
と
は
才
能
は
も

と
よ
り
、ご
主
人
と
の
出
会
い
と
い

う
恵
ま
れ
た
環
境
も
大
き
く
、ご

主
人
の
努
力
も
並
大
抵
な
こ
と
で

は
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
の
思

い
の
深
さ
、常
日
頃
の
努
力
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。そ
の
方
が
私
達

橘
の
先
輩
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を

感
じ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
（
石
村
・
安
田
記
）

2010年度の主なクラブの全国大会での戦績
クラブトピックス

◆全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉
　１2年連続出場

　ベスト８　（8月　沖縄）
　

◆国民体育大会
　京都橘単独チームで出場

　ベスト 4　（10 月　千葉）

◆天皇・皇后杯全日本
　バレーボール選手権大会　出場
　（12 月　東京）

◆全日本高校バレーボール
　選手権大会
　〈春の高校バレー〉
　12 年連続出場

　ベスト 16　（1月　東京）

◆全国高校総合体育大会
　〈インターハイ〉
　3年連続出場

　女子４×１００ｍＲ

　2年連続　第８位入賞　（8月　沖縄）

女子バレーボール部 陸上競技部 卒業生の活躍

吹奏楽部

太鼓部

◆全国高校総合文化祭
　〔郷土芸能部門〕　11 年連続出場
　優秀賞・文化庁長官賞（8月　宮崎）

　優秀校東京公演出場　（8月　東京）

❼

◆2012年1月「ローズパレード」
　アジア代表枠で出場決定

◆100 期生　中道　瞳 さん
　2010 女子バレー世界選手権
　銅メダルに貢献！
　現在Ｖリーグの東レアローズで活躍
の中道さんが、昨秋、全日本メンバーと
して初出場した世界選手権で見事第３
位に入賞しました。日本は３２年ぶりの
メダル獲得の快挙でした。
　
◆99期生　伊藤　舞 さん
　今夏開催・世界選手権
　女子マラソン日本代表に決定！
    現在、実業団・大塚製薬で活躍の伊藤
さんが、先の大阪国際女子マラソン２位
など粘りの走りが評価され、日本代表と
して初出場が決定。
　世界選手権は韓国で 8月開催。
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卒業生の皆様へ

● 日　時
● 場　所
● 内　容
● 会　費

２０１1年6月11日（土）  午前11時（受付は10時30分より）
新・都ホテル  京都市南区西九条院町17（京都駅八条口前）　TEL（075）661-7111
会務・会計報告・予算案・懇親会
8,０００円（学生・未成年の会員は4,0００円）

■ ご出席のお申込は振込用紙で会費の納入をしていただくことで確認させていただきます。
　 準備の都合上、お振込は5月30日(月)までにお願いいたします。

記

◆退職教職員（五十音順）（11.4.7現在）
芦田　文子（中川）　安養寺　弘子 　加藤　素子（三好）　河野　武子（沼田）　川村　瑛子（中村）
木内　正廣　北出　肇　木戸　久昭　後藤　正次　小林　登代（藤見）　佐野　賢造　杉浦　惠子　
筒井　節子（伊藤）　筒井　雍之　出村　美枝子(塩本)　中村　育子（矢田）　西村　禎子　平松　久司
藤田　秀夫 　松本　須美子（貴志）　三上　幸子（西出）　森田　道子　山崎　淳子　山田　恭之　　　　　　　　

◆現役教職員
校　長　稲吉　陽作　　副校長　山﨑　哲夫　　事務長　久保　三喜男

（８）2010. 4. 30　発行 京都橘中学校・高等学校春光会
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2011年度 春光会総会・懇親会のご案内

　

色
取
々
の
新
鮮
な
野
菜
、
果
物
の
前
か
ら

「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
　
」と
明
る
い
声
が
聞

え
て
来
ま
す
。地
元
の
方
に
愛
さ
れ
て
五
〇

年
、近
鉄
伊
勢
田
駅
近
く
に
あ
る「
ス
ー
パ
ー

ラ
ス
カ
」に
野
菜
、果
物
の
売
場
を
経
営
さ
れ

て
い
る
宇
都
宮
い
さ
子
さ
ん
（
昭
和
四
一
年

卒
業
旧
姓
信
貴
さ
ん
）
を
訪
ね
ま
し
た
。こ

の
お
店
は
実
姉
さ
ん
と
共
同
経
営
で
二
人
三

脚
で
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。朝
の
四
時

頃
か
ら
二
人
で
大
阪
の
茨
木
、
京
都
の
卸
売

　本年度総会・懇親会を下記のとおり開催いたします。同窓生お誘いあわせの上、懐かしい
ひとときをお過ごしくださいますようご案内申し上げます。
　なお、今年度の懇親会も、昨年同様　退職教職員の会である「橘翔会」と合同で開催いた
します。退職・現役の参加教職員は以下の皆様です。（11.4.7現在）

❽

市
場
へ
仕
入
に
出
掛
け
商
品
を
店
頭
に

並
べ
た
後
、
配
達
に
行
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

配
達
先
に
は
小
学
校
、
料
理
屋
さ
ん
等
沢

山
の
お
得
意
様
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

店
頭
で
取
材
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
た
最
中
に
も
、

次
か
ら
次
へ
と
買
求
め
る

お
客
様
が
来
ら
れ
、
私
達

は
お
邪
魔
な
雰
囲
気
の
様

で
し
た
。近
辺
に
は
沢
山

の
大
型
ス
ー
パ
ー
が
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
域

の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
い
る

証
し
だ
な
あ
と
受
取
り
ま

し
た
。

　

元
気
付
け
ら
れ
る
お
店

で
し
た
。

【
ス
ー
パ
ー
ラ
ス
カ

　
　
　

マ
ル
ヤ
青
果
店
】

　
宇
治
市
羽
拍
子
町
七
六
│
一
九

　
　
　
　
　

〇
七
七
四
│
四
六
│
一
六
六
四

!!
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